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　ユニオン平和に結集する仲間の皆さん、新型コロナウイルスの発症から新しい年を２回、迎
えましたが、未だ収束のきざしが見えず、新たに出現したオミクロン株は従来型より重症化す
ることが少ないとはいえ、感染力が強く、これから爆発的に拡大する状況にある。昨年末、岸
田政権が外国人入国禁止措置を打ち出した時、政府の水際対策を評価する声が上がったが、沖
縄の在日米軍基地のクラスター発生から、状況が一変し、国内の感染者数が拡大し始めた。そ
の後、在日米軍関係者が昨年９月から PCR 検査なしで、入国し続けていたことが明らかになり、
岸田首相は米軍に抗議したというが、米軍関係者は「日米地位協定」に基づき、検疫の対象外
となっており、日本政府には米軍に対して何の強制力もない。
　「米軍は日本の安全のために駐留している」と言うのであれば、その米軍がコロナを拡散させ、
日本国民の生活、生命を脅かしている元凶であるという現実を自民党はどう説明するのか。日
本国内には米軍基地が１３０カ所（うち８１カ所が米軍専用基地）あり、そこが感染源となり
国民に命の危険をさらしているとしたら許しがたい事である。
　コロナ禍が２年も続き、非正規など弱い立場の労働者ほど苦境に立たされている。年末、年
始に行われた「年越し支援、コロナ被害相談村」には昨年より多い人たちが相談に来ていた。
１８歳以下への１０万円給付だが、そもそも支給対象をなぜ子供のいる世帯に限るのか。子供
がいない低年収の層、あるいはコロナで失職した人は見棄てるのか。９６０万円の所得制限の
旗振り役の公明党は「大人の所得で子供を分断すべきでない」と力説するが、大人を分断する
のは問題ないとでも言いたいのか。１８歳以下の特別給付金を受給できるのは人口の１５％程
度と言われ、全国民に一律１０万円支給と比べて約８５％減である。ある著名な学者も指摘し
ている様に、自国の通貨を発行できる国は破綻することはない（MMT理論）のだから国民が
緊急事態の今、国は「日本銀行券（札）」を大量に印刷し、困っている人を救済すべきではな
いのか。消費税の見直し、「日米地位協定」の見直し、コロナ対策ではブースター接種の加速、
病床、医療体制、ワクチンの確保など、今やるべきことを早急に行うことを求める。
　でも自公政権は何もやらないと思うので、訴え、要求し、闘うしかない。とりわけ７月の参
議院選挙では改憲勢力を２／３割れに追い込むことが最大の課題である、今年も忙しくなりそ
うだが頑張ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：滝沢寿隆
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■毎日新聞記者の東海林智さんが講演をし

た。12 月 16 日、「野党共闘の評価・その手
を離すな」がテーマ。主催は、千葉 2 区市

民連合。「野党共闘の失敗」「野合だ」など批

判が止まらない。東海林記者

はべらんめい調に究明した。

共闘こそ政権を揺るがすと自
公と維新は焦りま

くった。市民連合は

これからがお楽しみ
と声を大にした。

　会場を一杯にする 70 名が参加した。東海

林講師からは、野党共闘が面白くない人たち、

恐れる人たちからの妨害はあろうが、勝利体
験を元に共闘は強くなる。東京でも小選挙区

では敗北しておらず野党共闘で４から８議席

に倍増した。勝利体験の共有で、政権交代の

希望と憲法改悪のシナリオも阻止できる。と

力強く語られた。

■ JHU 労委第 4 回調査

が、12 月 17 日に開か

れた。都労委控え室には

40 名あまりの支援者と

組合員が詰めかけた。組合役員、弁護士が調

査室に入り調査では、会社の解決への意思が
見えない不誠実な団交について訴えた。

　12 月 21 日の臨時国会閉会を迎えた衆院

第 2 議員会館前で、JAL 不当解雇撤回をア

ピールする宣伝行動が行われた。不当解雇か

ら 11 年を迎えるが、耐えがたい苦痛の日々

を送り、職場復帰を

目指して闘ってき

た。社長の言う「早

期解決」を信じて

きたが、発してから

3 年を過ぎた。何の進

展もないぶん、力を入

れて宣伝行動は始まっ

た。　

　年明けの 1 月 12 には、JHU と JAL との

第 4回目の団体交渉が予定されていた。し

かし、会社はコロナ

を理由に団交の延期

を通告してきた。

　こうした、会社の

姿勢は労使交渉を通じて解決

を求めている JHU の要求を

無視することであり、不当労

働行為であることは明らかで

ある。

■ 12月 22日、東京高裁 ( 大竹昭彦裁判長 )

でユナイテッド不当解雇事件の判決があっ

た。裁判所は、またしても「控訴棄却」の不
当判決を突きつけた。裁判

所正門前に支援者 100 名

余りが詰めかける中、「不

当判決」に怒号が飛び交っ

た。　　

　高裁は、地裁判決のあまりにも酷さから、

事実確認の立証を揃え法廷に臨んできた。逆
転の期待感が

あった。それ

だけに原告は

じめ、支援者

の落胆は大き

かった。それ

でも、高裁判

決で終わらせ

ないの声は強

く上がった。
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高裁判決は通過点、道は厳しくなるけど、原

告が主張する「これで終われない」の声から

最高裁への闘いが始まる。

　1月 11 日は、ユナイテッド不当解雇事件

の東京高裁判決に対する不当判決糾弾報告集

会がしごとセンター ( 東京飯田橋 ) で開かれ

た。萩尾弁護士か

ら鉄建公団訴訟で

勝ち取ったこの場

所を思い出す。全

労の組合員がいる

成田ベースを閉

鎖、日本の労基法

に違反する不当労
働行為で解雇した。会社とユニオンショップ

の米国労働組合と一体で横暴に解雇をした。

裁判は経営判断を優先した企業の労務政策を

支持した。何のための裁

判所か疑われる。解雇は

不当の何物でもない。最

高裁で覆したいと語られ

た。不当判決を最高裁で

覆そう。

■ 12 月 17 日、新宿駅東口 ( アルタ前 ) で、

ユニオン平和が呼びかけ、不当労働行為で闘

う四つの争議組合、支援者 (JAL 不当解雇、

日通雇い止め事件 ) から報告、アピールを受

けた。リレートークでは、社会から労働争議

を無くそうをスローガンに、新宿街宣行動

は行われ

た。

　お互い

さまから

は、労契

法 18 条

のを意図

的に潜脱し、無期転換逃れを行った日本通に

対する高裁での闘い、JAJ からは、不当解雇

撤回が安全運行に繋がる訴えがされた。最後

に、ユニオンネット平和センター滝沢事務局
長からは、全ての

争議に勝利して、

生活を守る、雇用

を守る。今日は

闘っている職場の

報告はご通行中の

皆さまも共通して

いると思います。私たち

は人間らしく働き生活を

する。そんな社会を望

んでいます。8 時間働け

ば生活できる社会を作り

ましょう。長時間にわた

りご静聴ありがとうございました。と締めく

くった。

■ 12 月 27 日、午後 8時 30 分にサンケイ

闘争で不当に逮捕されていた尾澤孝司さんが

保釈かちとる。「たかし通信」から保釈の状
況をお伝えします。12

月 8 日に保釈請求が却

下され、先行きが見通
せない中、24 日に再度の保釈請求を提出し

ました。27 日午前さいたま地方裁判所より

「保釈決定の方向」 の連絡があり、午後検察

が準抗告をしため、保釈許可決定が執行停止

になったが、午後 7時過ぎに保釈確定 の連

絡があり午後 ８時３０分に保釈されました。

孝司さんは 少しやせたようでが、足取りは

元気。 お正月を家で迎える事が出来て 本当 

に良かったです。皆様の熱いご支援にお礼を

申し上げます。これから 裁判闘争が始ま り

す。引き 続のご支援 と傍聴 をお願いします。
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

■ 2112 月 31 日、1月 1日に年越し支援コ

ロナ支援相談村、1月 8日には女性による女

性のための相談会が開催された。相談村は、

年をまたぎ大晦日、元日に労働組合、弁護士

有志が呼びかけで、新宿区大久保公園で行わ

れた。
　31 日は、来訪

者は 208 名。相

談者は 148 名に

なった。内訳は、

男性 109 名、女
性 39 名。年代では 20 代 4 名、30 代 8 名、

60 代 37 名で最高齢は 95 歳だった。

　1日の来村者は 250 人（ 相談総数 230 名）

※ 15 時までの内訳状況。154 名（男性 129

名・女性 26 名）（10 代 1 名・20 代 6 名・

30代 13 名・40 代 26 名・50 代 31 名・60 

代 28 名・70 代 30 名・80 歳以上 5 名） 中

高年の相談者が占めている。食料品だけ求め

たのが 76 名。医療相

談が多く 25 名いた。

昨日来て、再び今日来

た人は 13 名。仕事を

探している。一番の目

的が 10 名。生活保護

申請は 12 名以上。

　実行委員会から棗弁護士この活動は全て寄

付で持っている。皆さんの協力と支援者の寄

付で 2日間で 200 万円を確保できたことに

感謝をします。

　高齢者が多かったのは医療相談である。夫

婦で来られた方もい

た。病気になっても、

介護になっても保険

が使えない相談。障

害者の職が見つから

ない。生活不安定だ

と訴えた。

　8日には、女性による女性のための相談会

は 100 人を越え、ボランティアも 100 人集

合し、これまでで最多だという。女性の相談

は昨年を大きく越えていた。年末年始の相談

村も昨年の倍の相談数だった。ここでも女性

の相談は昨年を大きく越えていた。
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